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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 27日 (2007.9.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

弾 性 高 分 子 膜 と マ イ ク ロ ホ ン
に よ り 形 成 マ イ ク ロ ホ ン 室 と 補 聴 器 ケ ー ス に よ り 形 成 さ れ る 補
聴 器 ケ ー ス 室 を 連 通 す る 第 １ 通 気 手 段 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 補 聴 器 に お い て 、 前 記 第 １ 通 気 手 段 を 前 記 マ イ ク ロ ホ ン 室 の 任 意 の 場 所 に
設 け る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 補 聴 器 に お い て 、 前 記 第 １ 通 気 手 段 を マ イ ク ロ ホ ン ケ ー ス に 設 け る こ と を
特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ４ 】

弾 性 高 分 子 膜 と イ ヤ ホ ン
に よ り を 形 成 イ ヤ ホ ン 室 と 補 聴 器 ケ ー ス に よ り 形

成 さ れ る 補 聴 器 ケ ー ス 室 を 連 通 す る 第 ２ 通 気 手 段 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 補 聴 器 に お い て 、 前 記 第 ２ 通 気 手 段 を 前 記 イ ヤ ホ ン 室 の 任 意 の 場 所 に 設 け
る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。
【 請 求 項 ６ 】

マ イ ク ロ ホ ン で 採 取 し た 音 を 装 用 者 の 聴 こ え 具 合 に 合 わ せ て 変 換 し 、 イ ヤ ホ ン か ら 装 用 者
の 外 耳 道 へ 音 を 放 出 す る 補 聴 器 で あ っ て 、 周 囲 の 音 を マ イ ク ロ ホ ン へ 取 り 込 む 音 入 口 を 弾
性 高 分 子 膜 で 塞 ぎ 、 こ の の 振 動 膜 前 室 と こ れ ら を つ な ぐ 経 路

マ イ ク ロ ホ ン 室 を し 、 こ の

マ イ ク ロ ホ ン で 採 取 し た 音 を 装 用 者 の 聴 こ え 具 合 に 合 わ せ て 変 換 し 、 外 耳 道 内 に 配 置 さ れ
る イ ヤ ホ ン か ら 装 用 者 の 外 耳 道 へ 音 を 放 出 す る 補 聴 器 で あ っ て 、 イ ヤ ホ ン か ら の 音 を 外 耳
道 へ 放 出 す る 音 出 口 を 弾 性 高 分 子 膜 で 塞 ぎ 、 こ の の 振 動 膜 前 室 と
こ れ ら を つ な ぐ 経 路 イ ヤ ホ ン 室 し 、 こ の

。

マ イ ク ロ ホ ン で 採 取 し た 音 を 装 用 者 の 聴 こ え 具 合 に 合 わ せ て 変 換 し 、 外 耳 道 内 に 配 置 さ れ
る イ ヤ ホ ン か ら 装 用 者 の 外 耳 道 へ 音 を 放 出 す る 補 聴 器 で あ っ て 、 イ ヤ ホ ン か ら の 音 を 外 耳
道 へ 放 出 す る 音 出 口 を 弾 性 高 分 子 膜 で 塞 ぎ 、 イ ヤ ホ ン か ら 弾 性 高 分 子 膜 へ 音 圧 を 伝 え る 経
路 に 外 部 に 通 じ る 通 気 孔 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 補 聴 器 。



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 補 聴 器 に お い て 、 前 記 第 ２ 通 気 手 段 を 前 記 イ ヤ
ホ ン 室 の 任 意 の 場 所 に 設 け た 。
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 イ ヤ ホ ン 室 と 補 聴 器 ケ ー ス 室 と の 気 圧 の 平 衡 を 取 る こ と
が で き る 。
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請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 イ ヤ ホ ン か ら 弾 性 高 分 子 膜 へ 音 圧 を 伝 え る 経 路 に 外 部 に 通 じ る
通 気 孔 を 設 け た 。

請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 イ ヤ ホ ン 室 と 外 部 と の 気 圧 の 平 衡 を 取 る こ と が で き る 。
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